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農林水産省農林水産技術会議(同省傘下研究機関の統括組織)では，今「農林水産業における生態

機構の解明と最適制御技術の開発IL関する総合研究」を構築すべくその検討を重ねている。その一環

として. 1987年11月IL植物を中心とする生態機構の現状と展望についての研究会(シンポジウム)が

開催された。以下は，乙の研究会における筆者の提供話題の要旨である。

1. 天然林とは

天然林という語は，人によって解釈が違うが，生態学

辞典(築地書館 1974 )では， ['人工林の対語で，人工

林以外のすべての森林を指す。すなわち造林や育林につ

いてほとんど人手が加わっていない森林をいう。とくに

原生林を意味する場合もあるJという見解を採っており，

また生態の辞典(東京堂 1976 )も類似の解釈である

ので，乙乙でもそれに準じた次のような定義としたいo

s天然林 Cnaturalforest) 森林の更新や生育の過
程にほとんど人手が加わらず，自然状態で成立した，あ

るいはその過程にある森林を指し，以下l乙述べる原生林，

天然生林，二次林などを包括する。人工林IC対する語と

して用いられる乙とが多く，最近は自然林と呼ぶ人もい

る。

I極相林 Cclirnaxforest) :遷移の最終，つまり極

相l乙達した森林。環境条件Icよって，二次林的状態の

ままの場合もあるo

s人工林:入手によって仕立てられた(人工造林)森
林。人工播種や埋幹などいろいろな人工造林法があるが，

わが国では人工植裁が主流を占めるので，植栽林を意味

することが多い。最近名詞あるいは動詞としてよく使わ

れる植林という語は俗語である。

なお，木曽のヒノキ林や秋田のスギ林などはその成立

の過程IL人手による集約な管理が行われているので，人

工林とみなすべきであるという考え方もあるが，これら

は天然生林として扱うのが現実的であろう。

I原生林 Cprirnaryforest):今まで人手が加わっ 2 わが国の森林帯

たことがなく，過去に重大な災害等の被害のない森林。 乙うした分け方によるわが国の天然、林は，林野庁計画

乙んな厳密な意味での原生林はわが国にはほとんど無 課の調べによると， 1961年3月現在，全林野面積 2526

いので，広義ILは計画的に伐採された乙とがなく，か 万haのうち 1367万ha.54%を占め，国有林 789万ha

つ近年IL顕著な被害を受けていない森林，というのが のうち 474万ha，60%.民有林 1737万haのうち 893

現実的であろう。原始林 Cprimevalforest).処女林 万ha，51%が天然林である。なお，天然林率は 1962年

Cvirgin for巴t)などともいう。 には65%C国有林71%.民有林62%). 1972年56%C国

1天然生林 Cnaturalregenerated forest):伐採 有林65%.民有林53%)であり，乙の聞の天然林の減少

を受けたが，その後人手が加わらず，自然のままに再 を物語っている。

生した森林。 さて，森林は地球上の湿潤な陸地に成立する O それは

1二次林 Csecondaryforest):それまでの森林が年のうち少なくとも半年は水の心配をしなくてもよい

天災・人為を問わず壊れた後IC自然にできた森林。後 地域であり，地球陸地の 1/3の面積に過さないのであ

述の二次遷移の途上にある森林と理解すればよし、。ア るが，わが国は国土の全てで乙の条件が満足されている。

カマツ林やシラカンパ林などがその典型。すでに原生 その条件の中で南北に長いわが国は，気温の変化lととも

林iこ近い状態l乙達したものはふつう二次林とは呼ばな なって幾つかの異なった森林帯が認められている。森林
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帯とは自然状態で到達する植物相を森林を目印にして表

現したものであるから，その場所場所の原生林を指して

いるものと考えてよい。

わが国の森林帯は，通常つぎのように区分されている。

I亜熱帯 亜熱害多雨林(常緑広葉樹林)。シイ類・カ

シ類・木性シダ

I暖温帯常緑広葉樹(照葉樹)林。シイ類・カシ類

・タブ・イス

I間帯(中間温帯) 落葉広葉樹林。コナラ・クヌギ

・モミ

I冷温帯 落葉広葉樹林。ブナ・ミズナラ

t ~寒帯常緑針葉樹林。トドマツ・エゾマッ

間帯とは，暖温帯と冷温帯の中間帯の乙とで，冬の寒

さに耐えられない照葉樹，夏の暑さに弱いフナやミズナ

ラなどの落葉広葉樹が，ともに生育できない地帯で本州

内陸部に位置を占めている。

以上の水平的な森林分布に対して，標高差による気温

の変化IL伴う垂直的な森林帯の変化も，原則的IL水平方

向のそれと同じで，暖温帯lζ対応する亜山地帯(低山帯)，

冷温帯対応の山地帯，亜寒帯対応の亜高山帯がある。本

州の亜高山帯の代表樹種はシラビソ・トウヒ，である o

わが国は水平的には寒帯を欠くが，山岳の高標高地lζは

寒帯lζ相当する高山帯がある。ハイ 7 ツ低木林やお花畑

の草原がそれであるが，これらは森林帯とは呼べない。

3. 天然林の構造特性

天然林，とくに原生的森林の構造を人工林との対比に

おいて考えてみたい。

まず，種の多様性は原生的森林でもっとも特徴的な乙

とであろう。そとでは，高木，亜高木，低木，草本から

動物，微生物lと至るまで，多様な生物相がみられる。種

の多様性は生態的地位の多様性を表し，多様化の方向IC

種の進化は促されるとともに，環境の安定性，生産力や

生物量等にも大いに関係する。一方，乙のことは遺伝子

の保存という面でも重要で，将来のための遺伝子保存は

種の多様な生態系の中においてこそ実現される。種の多

様性は，暖地から寒地IL向かつて，また湿潤地から乾燥

地lζ向かつて次第に貧しくなるが，天然林における高木

の種数の例を表 lに示した。

多様な植物相は階層構造を発達させる。斉一同高の林

冠層を形成しがちな人工林と違って，天然林では高木，

亜高木，低木，草本，コケと高さの違った植物が共同体

を作り，葉群が垂直的lζ配列する階層構造が発達するの

が普通である。階層構造は，量と波長の違う光を効率よ

く吸収できる構造で，階層上下層の共存の結果，高生物

生産を可能とする。なお，階層構造は，地上部のみなら

表1 天然林の情成
(吉良， 1972 ) 

調査面積調査対象個体数種数

熱帯多雨林 W.Malaysia 10ha n)lOcm 5，700 472 

PaTa， Brazil 3.5 n)lO 1.482 179 

モンスーン林 Thailand 0.16 n)5 129 34 

タブ・シイ林 大隅半島 0.2 n)4 379 26 

コジイ二次林 水俣 0.48 n) 5 3，738 16 

プナ林 大山 0.6 H)lOm 265 9 

トド 7 ツ林 北見 0.15 n) 5cm 365 13 

アカエゾ7 ツ林 北見 0.052 n> 5 119 5 

ず地下部の根系においても認められる。階層構造の発達

も暖地から寒地，また湿潤から乾燥に向かつて単純化す

る。

天然林内では，部分的な倒壊と更新が絶えず繰り返さ

れ，広い面積での相観は変わらないとしても，森林はそ

れぞれ樹齢の違う小部分のモザイク的な集合体である。

そのため，林内lζは老若取り混ぜた樹木が混在し，樹齢

とそれに伴う個体サイズの分布の幅は広い。乙れは森林

生態系の安定性を大きくし，とくに気象等の外的要因に

よる一斉壊滅に対して抵抗性が強い乙とを意味する。

このような更新・生育過程は，森林の立木密度を高く

維持し樹木相互の競争関係を促進するために，いわゆる

自然間引きによる本数減少は自然淘汰的であり，優秀な

遺伝子を残していくのに役立つていると考えられる。高

立木密度が維持されることは，森林の林冠閉鎖が常に保

たれている乙とを意味するから太陽エネルギーの捕捉

はいつも効率的で，そ乙 ILは高生物生産が約束される。

生物生産という点での原生的天然林の特徴は，まずな

んといってもその現在量が大きいところに安定している

ことである。もちろん，スギなどの特殊な樹種の人工林

で巨大な現存量が記録されてはし、るが，原生的天然林の

現存量は一般に大きく， 300トン/haを乙すことは稀で

はない。極端な例をあげれは、，アメリカ西部のセコイァ

天然林では 2000トン/haのオーダーに達するのである。

現在量が大きいというととは，年々の生産物を長期間

にわたって貯蔵する幹という器官をもっているためであ

る。生産器官である葉の現存量はそんなに変わらないか

ら年数を経るにしたがって同化器官と非同化器官の比

率 (C-F比)は極端IC小さくなり， 1%を下回る乙とも

しばしばである。また，年々の純生産が蓄積されて現存

量は増加するが，充分時聞を経た天然林では年間の純生

産量IC見合う分ぐらいが年間枯死量となり，現存量は増

加しない動的平衡状態にいたる。なお，枯死脱落量lζ比

べて，動物による被食量はどく少ないのが普通である。

巨大現存量は呼吸消費量も大きい乙とを意味するのが



普通で，充分時聞を経た天然林では呼吸消費量が総生産

量の 3/4を占める乙とも珍しくなL、。

充分な生産量と大きな枯死量，そして豊富な土壌動物・

微生物の存在は，そ乙 Ic大規模で円滑な物質循環系を生

みだす。その大規模で恒常的な物質循環は，土壌生成に

とって最も重要な要件を満足させている乙とになる。

天然林の安定した平衡状態は，生物情報源としても重

要である。それは，その土地における最も安定した自然

の状態を具現しているからで，人聞が土地利用技術を開

発して行く上で不可欠の情報源である。一方人聞が土地

利用に失敗した時には自然復元の具体的な見本として，

また，緑地の如く新しく自然類似のものを造成しようと

する場合にはその目標として，天然林は重要な価値をも

っているのである。

4. 天然林の成立

自然の植物相には常lこ動きがある。例えば，森林伐採

跡や休耕固にもすぐに草が生え，やがて樹木が目立って

来るが，このような植物の種類が自然IC交代して，群落

が移り変わっていく乙とが選移である。これは，そこに

群落があるととによって，その場所の気象や土壌の条件

が変わり，それに応じてより安定した上位群落へと発達

してし、く過程である。そしてもうそれ以上遷移が進まな

い安定した終着の状態が極相である。

遷移にはある一定の順序があり，陸上の，火山の溶岩

の上のような乾燥したと乙ろから始まる遷移は，一般に

つぎのような系列で進むことが知られている。

裸地→一年生草草原→多年生草草原→陽性低木林→陽

性高木林→陰性高木林

もし降水量が少なかったり，土地条件が悪かったりす

ると，遷移は途中で止まるが，わが国のように降水量が

十分にあると乙ろでは遷移は系列の最終部の森林にまで

進むのが普通である。つまり天然林というものは，選移

の最後部の姿なのである。前述の日本の森林帯であげた

ものは，その中でも究極の陰性高木林まで至って.それ

が極相になっている森林の姿であった。「あとは野とな

れ山となれJというが，野とは草原，山とは森林のこと，

放っておいても遷移が進む湿潤地帯のわが国らしい諺で

ある。

植物のかけらも無いまったくの裸地から始まる遷移を

一次選移といい，遷移進行が例えば火事や風倒などで一

旦停止あるいは後退し，そ乙から再出発する遷移を二次

遷移という。極相の陰性高木林では，老齢木の枯死や風

倒で林冠lζ穴があくと，そとには日光が地表までさし込

んで部分的な二次遷移が起乙って穴を埋める。したがっ

て，外観的には同じ森林であっても，その内部は次々と

更新された小面積の集まりである。

さて，乙の遷移という現象の中で，農林業はどう位置

付けられるであろうか。畑作や水田は，大体一年生の草

を収穫するものであるから，その段階で遷移を停止させ

る乙とが重要課題となる。例えば除草である。家畜飼料と

して多年生の草を必要とする畜産業では，放牧，刈り採

り，火入れなどの手段によって圧力をかけ，遷移を草原

の段階で停止させる o

林業の主産物は，高木林という遷移の終わりに近い段

階からの収穫物である。自然の遷移にまかせるとき，長

期間を要しそうしてできた森林が目的収穫物を採るの

に具合がょいという保証はなし、から，目的の高木の苗や

タネをいきなり遷移の初期段階へ持ち込み，選移を短絡

してしまおうというのが人工林の技術だといえる。当然

そこには自然、からの抵抗があるが，それを排除するため

に行われるのが下刈り，つる伐りであり，目的の樹木同

志の競争を緩和させる間伐，といった保育手入れなので

ある。極相あるいはそれに近い天然林に対しては，全体

としてその林を永続させるために，その林の老化した部

分を若返らせる，すなわち部分的な補修である二次選移

の手助けをするととが天然林管理技術だといえよう。

5. 森林の環境保全的機能

現在，森林のもつ環境保全的機能に期待する社会の声

が大きい。かつて森林の価値は，それがもっ木材の量や

木材を作り出す能力で評価されてきたが，今やその時代

ではない。木材を造る森林から環境を造る森林へ，とい

う社会的風潮となったのであり，乙れは今後も続いて行

くであろう。

さて，森林のもつ環境保全的機能は多岐にわたるが，

その性質の幾っかを考えてみたい。

まず，数量的表示が難しいという乙とがある。なぜ緑

が必要か，と聞き直って尋ねられると返答に困る。しば

らく考えて.rだって緑があると気持がいいじゃないか，
心が和むじゃないか」と答える。理屈抜きの気持の問題，

メンタルな効果，乙れこそ緑の効用の本質であり.他の

ものでは置き換えられなしり人間の本能にかかわる緑固

有の効果(固有効果)なのである。

悪化した環境を森林で改善しようとする対症療法的な

物理的・化学的な効果(対症効果)は，自然科学的な解

析が可能で，また他のものに置き換えてみることもでき

るため，ある程度数量的に表現する乙とも可能である。

しかしながら，緑の本質である固有効果については，そ

れがメンタ Jレな問題，人間の心理IL関係するものだけ

に，数量的な表現は難しし、。したがって，多岐にわたる

森林の効用の全体を数量的に評価することは，今のと乙
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ろ不可能といわざるをえない。無理に数量化しでも，そ

の本質的なと乙ろが抜けてしまい，たとえ数量的に表現

された部分の評価が正しかったとしても，全体を評価し

た乙とにはならないからである。

ところで，一つの森林は一つだけの環境保全的な働き

を持っているのではなく，幾つもの働きをあわせ持って

いる。複数の効用を重複して得られる乙とは森林の大き

な特徴である。個々の効用を一つ一つ個別に取り上げて

も，果たして期待されているほどのものかどうか疑問な

ものもある o また，他のものによって置き換え可能，あ

るいは代替物の方がより効果的であるものもある。しか

し重要なととは，森林で=は幾つもの効用がオーバーラソ

プして生み出される，つまり一人十役，二十役の働きに

こそ，森林の効用の真価がある乙となのである。

表2は，個々の効果を生みだすための森林の構成・構

造条件を植生調査における組成表に似た方法で整理した

ものである。表の「存在」から始まる横軸の[構成・構

造JIC.関する14項目は，それぞれ 5-1および無関係

(・印)ICランク付けしてあるが，原則として 5点に近

いものほどいわゆる生態系としての発達程度あるいは完

成度が高いものと考えてよい。なお，とくにO印を付し

たものは重要条件を表している。

効用を発揮するための林型については，ほとんどのも

のが高林型(5. 4)であり，乙のことは林齢が壮老齢，

直径級が中大径である乙とに結び付いている。構造が複

雑である乙と (5. 4)は，単層林よりも復層林型，樹

種構成も混交林型が好ましい乙とと関連をもち，それは

立木密度が比較的高い乙とや林床植生が豊かであること

と関係する。要するに乙れは，天然林の姿なのである。

一人十役の働きが出来るのは，実は森林の効用のほと

んどのものが，森林本来の生命活動lζ根ざしているから

であり，乙れも森林の効用の非常に重要な性質である。

森林の本来の生命活動とは，その正常な光合成活動，

生育，物質循環，土壌生成などの乙とである。これらの

生物集団・生態系としての活動が正常・旺盛であるほど，

原則として森林の環境保全的な効果は大きくなるのであ

る。森林の生物集団としての活動とそれから生ずる効用

の関係を図 1に示した。この図はあら筋を描いたものに

過ぎないし，生み出される効用も，生態系の複数の活動

IC基づくものも多いので，それらは主なものに限って示

したに過ぎないが，それでもこれだけの効用が，一つの

森林生態系から生み出されている乙とに，改めて驚かさ

るをえなし、。そしてそれは，やはり天然林型の森林にお

いて勝るであろう乙とは，いうまでもないであろう。
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図 1 森林生態系の活動と森林の諸効用の位置づけ

6 天然林施業の長所・短所

さて，天然林をどう扱いどう維持していくかである。

過去にはとの問題は広い意味の林業以外に取り扱われる

ことは稀であったから，まず，林業的な視点からいわゆ

る天然林施業の長所と短所を，とくに天然下種更新と人

工造林との比較の点から整理してみよう。

長所として，まず林地の裸出する期間が無いか，あっ

ても乙く短い乙とがあげられる。乙のことは土壌保全，

地力維持の点で重要な利点である。また，そ乙の在来の

樹種で更新され，微細な環境条件の違し、があってもそれ

に適したものだけが更新生育できる，つまり樹種の選択

を誤ることが無いこと， したがって，忌地も起乙らない

乙となども利点といってよい。移植されないので，根系

はタネからのままの自然状態を健全に維持できる。出来

上がる森林は混交林であり，とれは病虫，気象，山火な

どの諸害lζ対する抵抗性が一般に強い。一斉の人工植栽

林よりは，更新時IC.裸地の無い乙とを含めて一般に景観

に優れ，また前節で述べたとおり諸環境保全機能維持の

点でも優位である。

一方，短所としては，数年ζとに繰り返される結実年

IC支配され，成林は遅れがちであって，確実性lζ劣る乙

とがまずあげられる。確実性をさらに引き下げるのが下

層植生との競合である。わが国IC.は，ササ，ススキ，シ

ダ類などの繁茂する林地が多く，それらが樹木の更新生

育を妨げることはしばしばである。樹種も豊富であるが，

乙のことは林業的に低価値樹木が混交する乙とを意味

し，そのために有用樹木の生育が妨げられる乙ともある。

さらに，伐採木の選択が難しく，伐木・集運材の操作も難

しいととは集約的施業を必要とし，技術・労務とも高度

で集約であることはそれだけ多額の経費を要求する。
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7. 天然林の扱い方

天然林の扱い方，すなわち林業用語でいう天然林施業

については，前にも述べた如く，過去には広い意味の林

業以外lζ取り扱われることは稀であり，またその必要も

無かったのであるが，現在では一般社会からの要請もあ

って林業サイドだけの解釈で、は通用しない時代になって

きている。しかし過去に蓄積されてきた林業の技術は，

今の社会的要請に答えかねるものでは決してないし，ま

た新時代にあった天然林の取扱い技術もその蓄積の上に

乙そ成り立つものであろう。

天然林取扱いの技術は，単純にいえば天然更新の成否

の上1<:成り立つものであるといえる。何故ならば，それ

が数百年という超長期のものであるとはいえ，森林がそ

れぞれに寿命を持つ生物の集団であることを考えれば，

その更新は最も基本的な問題だからである。

確かに，更新は自然状態で起乙る。土木の枯死・倒壊

に伴って林冠に穴があき，陽光が林床に差し込んで稚樹

の発生生育を促し，やがてそれらが穴を埋めて行くので

あり，現実の天然林はそうして現在存在しているのであ

るが，乙うした更新，すなわち部分的な二次遷移による

森林の補修は，土木枯死が一本の単位ではめったに起こ

らなL、。一本単位では林床の陽光量が不足であるためで，

天然林の更新は，ある程度の本数の土木がまとまって倒

れ，陽光が充分確保できる程度の面積が確保されてはじ

めて成立するのが現実である。 ζの条件が満たされない

とき，森林は全体が過密過熟状態となり，一斉倒壊等の

危険性は大きくなる。一斉倒壊を起乙すきっかけとして，

わが国では台風等の強い風が恐ろしい。

したがって，乙うした森林の一斉壊滅をあらかじめ予

防し常に健全な形で森林を維持するためには，前述の

ような森林の部分的な補修を進めておかねばならない。

そのためには，林内の弱った部分を若い生き生きとした

ものに更新させておくための外科手術的処置が必要なの

である。その手段として択伐，漸伐，傘伐といった伐採

方式が今まで考えられてきた。

伐採というととは森林破壊とみられがちである。これ

には，一頃大きな批判を浴びた大面積皆伐のイメージが

付きまとうことが原因であろう。しかし，ここでいう伐

採はそれではない。「正しく」行われる伐採は，伐採直

後はなるほど外見的には破壊と映るかも知れないが，そ

の後の更新を考えた外科手術なのである。そもそも伐採

というものは更新の子段であると造林学は教えている。

いつの頃からか，伐採と更新は別の次元で捉えられるよ

うになってはし、るが，本来，木を伐ることは更新するた

めの手段，それが林学の基本的思想、であったのである。

狭い意味での林業生産はいうまでもなく木材の収穫で
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ある。しかしながら，今後の天然林での木材生産は，や

はり上記のような心構えのもとに行われる木材生産でな

けれは¥社会の合意は得られないであろう。そこには，

ただ木材の量さえ得られればよいといった施業は成立せ

ず，いろいろな工夫が必要となって来る。例えば，天然

林では成長量も収倭できる経済性のある木材量もどうし

ても人工林より劣る乙ととなるが，劣る量を高齢高品質

といった質でカバーする乙と，またどうしても立木サイ

ズが不均質また混交林になる天然林の性質を逆1<:活かし

た生産材の多様化といったところに狙いがありそうであ

る。

伐採方法としては，択伐はどうしても単木単位lとなり

がちでかっ技術的にも難しい点があり，漸伐はえてして

伐採率が高くなり，傘伐は皆伐に近いほど林地を裸地化

してしまう。林内の部分的二次遷移lζ手をかすという考

えからいくと，ごく小面積の皆伐地を林内iζ散在させる

方法，群状択伐が最もその目的lとかなったものではなか

ろうか。

注意すべきは，天然林施業とは経費と入手がかかるも

のという認識を持つべき乙とである。そしてそれを進め

ていく際にはどうしても林道(作業道であって観光道路

ではなし、)が不可欠である。林道の重要性についてはと

乙では省くが，それは森林にとって血管のようなもので

ある。最近，天然林施業は自然力に任せるのであるから

経費がかからない，という理由で天然林施業を安易に志

向する傾向がある。しかしとれは誤認である。天然、林施

業とは経費と人手がかかるものという乙とをもう一度強

調したい。

8 いわゆる自然保護と天然林

いま，森林とくに天然林lζ対する社会の期待は，その

人間生活環境としてのものが強い。つまり環境資源を生

産するものとして天然林が重視されているのである。そ

れは具体的には，天然林景観の維持であり，また諸々の

環境保全機能の増進である。そのためには，天然林をい

つも健全な生き生きとした状態に維持しなければなら

ず，前述の二次遷移;<:手をかす不断の管理処置が必要な

のである。

と乙ろで，天然林の「伐採Jといわゆる「自然保護」

との乳際が全国至る所で起きている。 1987年10月現在，

林野庁のまとめによると全国で問題化している個所が固

有林内だけで32個所ありカ所を除いては天然林の伐

採に反対するものであるという。なお， 32カ所の内訳は，

自然公園等l乙関するもの26(81必)，ブナ等の特定樹種

関連16(50%)，動物関連11(34%)，人工林伐採反対1

( 3予約個所(項目重復)，となっている。



昭和40年代にも「自然保護問題」が多発した。乙の時

には，高度経済成長の歪としての環境汚染・破壊問題を

契機とする問題提起が多く，大面積皆伐や林道開設に伴

う崩壊等lζ対する批判など，主として現象面への指摘で

あった。乙れに対して現在の問題提起は，森林生態系を

破壊するとした伐採そのものへの批判，自然公園内の伐

採反対，ブナなど減少傾向にある特定樹種の保存，水資

源等11:対する危倶，等々問題指摘は多様化しているのが

特徴である。また，地方自治体が伐採反対の立場を取る

乙とも多く(上記32件中14件.44%)なってきている。

そもそも自然保護という概念は，人聞が干渉しすぎて

そζ11:1自然」が不足した状態で生まれるものである。

人間の干渉がどく少ない場合には，自然の復元力が人間

の干渉による影響をカバーするから，自然保護の概念は

生まれない。したがって，自然保護とは必要に迫られた

人間の行為であって，そ乙には自然管理の手段が伴わな

くてはならない。

わが国では自然保護という一語で表現してしまうが，

その中には少なくともつぎの四つの概念が含まれてお

り，当然それに応じた管理手段が使い分けられねはなら

ない。

① 保存:自然をまったく入手を排した状態のままに置

く乙と。遷移の進行・退行があっても入手は加えない。

原生林等の極相の維持や遷移を容認する場合には有効で

ある。珍しい自然の保存だ、けでなく，身の回りにある，

あるいはかつて身の回りにあった土着の自然の保存も重

要である。

② 保全:荒廃させないように，また緬養しながら，自

然を利用し，維持・管理する乙と。森林や草原・潮沼や

海洋などの適正な利用，生物量の過大過少の調整等によ

り，将来の資源利用量を確保しながら，今日の人間の利用

にも供する。

③ 防護:外圧を排除して，自然の悪化荒廃を防ぐ乙と。

病虫，気象，火災などの害の防除，水質・土質・大気質

などの悪化を防ぎ，自然が荒廃しないように，また維持

していくために必要な処置を行う乙とをいう。

④ 回復・改善.壊された自然を元の状態に回復するこ

と。また機能的11:優れた自然へと改良すること。

乙のように明らかな目的を持つ概念を支えるものは，

自然と人間とは敵対関係にあるのではないという思想で

ある。生態系の賢明な管理，またその天然資源の管理，

これがいわゆる自然保護というものの本質であると思

う。それには，人間生活にとっての環境の保全，快適性

や風景・景観の維持保全ということも当然含まれる。

しかしながらわが国では，その全体を見渡す乙とをせ

ずに，自然保護を上述の①保存の意味のみに，端的にい

えば「木を伐らない乙と」とのみ促えている人が多いよ

うに感じられる。乙れには，見渡すかぎり裸にしてしま

った一頃の大面積皆伐の強烈な印象が，後遺症として影

響している乙とを否定できないであろう。しかし，山地

自体の崩壊をも誘発する風倒被害を回避するためには，

老齢化した森林を抵抗力の強い森林に早めに切り変え

る，つまり二次遷移の促進など，森林の維持・強化のた

めに，木を伐るべき場合もしは、しばある ζとはすでに述

べたとおりである。一方，現在の優れた景観を維持しよ

うという場合に，遷移を抑制しなければならないことも

ある。こうした目的のためには伐採は有力な手段なので

ある。

古い時代の自然保護は，いわゆる天然記念物的に珍し

い自然をそのまま保存しようとすることに終始していた

ようである。現在の自然保護の概念はこれだけではな

く，自然をよい状態で維持し，荒廃しないように管理し，

異常な状態になったものは正常な状態に回復し，ひいて

は改造する乙とまでも含めたもっと広範な意味をもっ。

天然林の取り扱いが，乙うした考えに支えられなければ

ならないことはいうまでもない。
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